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【一般講演5】 第16席 『温知薬室藏府図』について

神奈川 竹内 尚

杏雨書屋所蔵の『温知薬室藏府図』一冊は、極彩色の蔵府解剖図に森立之が注を付したものであり、成

立は文久三（一八六三）年十月九日である。森立之（一八〇七～一八八五）は、幕末の著名な考証医家で

あり、字は立夫、号は枳園である。『素問攷注』『傷寒論攷注』など数多くの著作が知られている。

本書の蔵府図は蘭学的な解剖図である。六蔵六府および生殖器などが詳細且つ色彩鮮やかに描かれてお

り、実に美しい図である。立之はそれらの図に注を付しているのだが、考証医家である森立之が蘭学につ

いて考証した書籍は他に例がないと思われ、本書は立之と蘭学との関わりが伺われる資料として大変貴重

である。しかし本書において立之は、すべての蔵府に注釈を施しているわけではなく、何の記載も見られ

ない項が多数有る。しかしそのような中で腎命門の項に関しては、詳細な注を付けており立之のこだわり

が伺える。

ここでは、「『難経』ニ左為腎右為命門ト云タルハ、左右ノ位置ヲイフニ非ラズ。ハナレテ遠ヲ左ト云ヒ、

小ヅシテ近キヲ右トイフルナリ。大腎ハ脊椎経脈ヲ離レテ遠シ故ニ左トシ、小腎ハ脊呂経脈ニ切近ス故ニ

右トス。『戦国魏策』ニ必右秦而左魏、注ニ右親也左疎也。又曰ク衍将右韓而左魏、注ニ右近也左遠也。

又『国語』晋語ニ是左之也、注ニ左猶外也」と述べて、右腎=命門、左腎=腎ではなく、腎臓=腎（大腎）、

副腎=命門（小腎）であるとしている。またそれと関連して経穴の部位についても「立之案脊部経穴、十

四椎下中央一穴日命門、十四椎下去中行二寸左右各二穴曰腎兪、又去中行三寸半日志室、蓋在経穴則中央

通小腎故名命門、二行通大腎故名腎兪、三行又通小腎志心之気、故名志室歟」と述べている。その他には

下焦の項で、「今以門脈為下焦者立之所新定也」などという見解も見られるが、概ね立之が力を入れてい

たのは腎命門の項だけであったと言って差し支えないと思われる。

本書の蔵府図については、その出自は記されていないが、発表者の調査したところ、三谷樸（一七七五

～一八二三 字は公器、号は笙洲）が著した『解体発蒙』（一八一三年刊）の解剖図とほぼ同一のもので

あった。またかなりの量の引用もしており、項目の順もほぼ同じであった。これらのことから『温知薬室

蔵府図』は『解体発蒙』を下地に作られていることは間違いなく、『解体発蒙』の蔵府部を抽出し若干の

補訂をしているものであると言えよう。

本発表は、立之の注釈および引用や解剖図を詳細に調査すると同時に、『解体発蒙』との比較検討を行

い、立之が如何なる意図を持って本書を著したのか、その意義を探るものである。

日本鍼灸臨床文献学会第10回学術大会（2002） 37（26）


